
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 2 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に
付けるようにする。

２
学
期

〇第4編有機化合物
有機化合物の特徴とその分類，表
し方について理解し，脂肪族炭化
水素・酸素を含む脂肪族化合物・
芳香族化合物について，それぞれ
の性質や反応を整理する。さら
に，官能基により化合物の性質が
特徴づけられることや，反応性や
構造と関連付けながらこれらの化
合物が相互に関わっていることを
理解する。

【高分子化合物】
・高分子化合物の性質
・天然高分子化合物
・合成高分子化合物

【知識・技能】
定期テスト・小テスト・問題演習など
【思考・判断・表現】
定期テスト・小テスト・実験など
【主体的に学習に取り組む態度】
提出物・授業中の取り組み・実験など

○ ○ ○ 28

定期考査
○ ○ 1

物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学
理科 化学 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質と
その変化について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養
う。

高等学校　化学基礎　数研出版　/　化学　数研出版

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

〇第２編第３章酸化還元反応（化
学基礎）
酸化還元反応が電子の授受による
ことや金属のイオン化傾向，ダニ
エル電池の反応について理解す
る。
〇第２編第２章電池と電気分解
電気エネルギーを取り出す電池の
しくみを酸化還元反応と関連付け
て理解する。

【酸化還元反応】
・酸化と還元
・酸化剤と還元剤
・金属の酸化還元反応
・酸化還元反応の利用

【電池と電気分解】
・電池
・電気分解

【知識・技能】
定期テスト・小テスト・問題演習など
【思考・判断・表現】
定期テスト・小テスト・実験など
【主体的に学習に取り組む態度】
提出物・授業中の取り組み・実験など ○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

〇第4編有機化合物
有機化合物の特徴とその分類，表
し方について理解し，脂肪族炭化
水素・酸素を含む脂肪族化合物・
芳香族化合物について，それぞれ
の性質や反応を整理する。さら
に，官能基により化合物の性質が
特徴づけられることや，反応性や
構造と関連付けながらこれらの化
合物が相互に関わっていることを
理解する。

○

○

28

定期考査 ○

1

【有機化合物】
・有機化合物の分離と分析
・脂肪族炭化水素
・アルコールと関連化合物
・芳香族化合物

【知識・技能】
定期テスト・小テスト・問題演習など
【思考・判断・表現】
定期テスト・小テスト・実験など
【主体的に学習に取り組む態度】
提出物・授業中の取り組み・実験など

○ ○

定期考査
○ ○



２
学
期

〇第5編高分子化合物
天然に存在する高分子や合成に
よって得られる高分子などの高分
子一般について，その分類や構
造，重合方法，特徴などを理解す
る。

【高分子化合物】
・高分子化合物の性質
・天然高分子化合物
・合成高分子化合物

〇

合計

140

定期考査
○ ○ 1

【知識・技能】
定期テスト・小テスト・問題演習など
【思考・判断・表現】
定期テスト・小テスト・実験など
【主体的に学習に取り組む態度】
提出物・授業中の取り組み・実験など

○ ○ ○ 28

○ 31

定期考査 〇 1

〇第5編高分子化合物
天然に存在する高分子や合成に
よって得られる高分子などの高分
子一般について，その分類や構
造，重合方法，特徴などを理解す
る。

【高分子化合物】
・高分子化合物の性質
・天然高分子化合物
・合成高分子化合物

【知識・技能】
定期テスト・小テスト・問題演習など
【思考・判断・表現】
定期テスト・小テスト・実験など
【主体的に学習に取り組む態度】
提出物・授業中の取り組み・実験など

○ ○

3
学
期


